
審査項目 配点

経営管理モニタリ
ングに係る助言・
支援等

15

県によるモニタリ
ングの運用に係る
助言・支援等

10

公共施設等運営権
制度の運用等に係
る助言・支援等

10

随時業務
（随時の
要請に応
じて発生
する業
務）

「富山空港特定運
営事業等」の実施
に関連する法務面
を中心とした専門
的な知見による助
言・支援等

40

業務実績
実施体制
（15点）

業務実績
実施体制

15

見積価格
（10点）

業務に要する価格 10

100

（別表）

評価内容

企画
提案内容
(75点）

・公認会計士等の専門家を活用し、運営権者の経営・財務面の
安定性を評価できる体制が確保されているか。また、その評
価・分析方法は適切か。
・財務諸表等を的確に分析する能力を有しているか。そのうえ
で要求水準の未達や提案事項の未実施等の要因を正確に分析す
る能力を有しているか。
・モニタリングにより生じた課題に対して適切な対応策を検討
する能力を有しているか。

・空港コンセッションの特性や県が実施するモニタリングの特
徴を踏まえた助言・支援が可能な体制か。また、その方法は適
切か。

・空港コンセッションの特性や「富山空港特定運営事業等」の
特徴を踏まえた助言・支援が可能な体制か。また、その方法は
適切か。

・空港コンセッションに精通した弁護士等の専門家を活用し、
モニタリングの運用や実施契約の内容等について、随時、専門
的な知見に基づく助言・支援が可能な体制か。
・法務的観点からの助言・支援にあたって、その方法が適切
か。

「審査基準」

・本業務と同種の業務実績があるか。管理技術者、主任技術者
の業務実績があるか。
・提案内容を実施できる人員が確保されているか。
・手持ち業務との重なり程度（繁忙度）はどうか。
・随時、県の業務を支援可能な体制となっているか。

・見積価格が提案内容に対して適正であるか。
・「随時業務」の積算について、「富山空港特定運営事業等」
の特徴を理解し、業務発生頻度等を想定しているか。また、そ
の想定は合理的であるか。

審査対象

基本業務
（定常的
に発生す
る業務）


